
令和 7年 8月 1日 

 

8月のむらさめたより 
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 青い空に白い入道雲、サンサンと太陽が差し込み、とても暑い毎日が続いています。 

 先日は、ご多用の中「オープン保育」に、多くのご家族の皆さんにお越し頂きありがと

うございました。 

プール活動、水遊び、楽器遊び、製作遊び等、日頃の子ども達の夏ならではの遊びと生

活面を見て頂きました。子ども達が、意欲的に頑張って取り組んでいる様子や、先生やお

友達と楽しく関わって遊びを進めている様子などをご覧頂けたかと思います。 

今後も多様な保育教育内容を計画し、先生やお友達と関わりを持ちながらいろいろな体

験から学びを積み重ねていきたいと思います。    

暑い中、熱心に参観頂きありがとうございました。 

 今年も気温や湿度が高い日が多い夏が続きます。熱中症や体調不良には十分に気を配り

ながら、夏の遊びを楽しみ、美味しく給食を食べ、午睡、休息を取りながら規則正しい生

活を心がけ夏を元気に過ごしていきたいと思います。 

8月は、ご家庭でも夏休みの計画を立てられ外出する機会が多くなると思います。3歳

以上の子どもの「疲れた。」は、お子さんの様子を見てやる熱中症のサインとして捉え見

守ってやって下さい。体が熱い、歩くのが遅い、動きが鈍いなど普段の様子と違う場合

は、すぐ涼しい場所で休ませてあげましょう。 

外出時は十分に気をつけて行動しましょう。 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月行事予定 

４日（月） 

１８日（月） 

１９日（火） 

１８日（月）～２２日（金） 

２０日（水） 

２０日（水）～２２日(金) 

２１日（木） 

 

２７日（水） 

２８日（木） 

英語であそぼう 

英語であそぼう 

ランチデー 

発育測定 

プールじまい 

高校生のための保育の仕事体験事業 

誕生日会 

避難訓練 

世界の食卓（ハワイ） 

５歳児 西須磨小学校連絡会 １０：３０～ 



 

 

 

  

クラスだより 

らっこ組 

 一人歩きやずり這いが上手になって、お部屋の中で散策を楽しんでいます。傾斜

のあるマットをずりばいで昇り降りしたり、滑り台を何度も滑ったりしています。ま

た、押し箱を押して歩き回っています。絵本や歌も大好きで、「あー」と指を差した

り、先生が歌っている姿を見て同じように体を揺らしています。 

 体調の良い日には水遊びをし、一人一人に合わせて水と触れ合い、水の感触や気

持ちよさを楽しんでいきたいと思います。 

 

かめ組 

 お部屋の中では、玩具を見つけるとずり這いやハイハイで進み、手に取ると、転がした

り音を鳴らして楽しんでいます。行きたい方へ自分で行くことができるようになり、とて

も嬉しそうです。たくさん動いた後は、ぐっすりと眠り機嫌よく過ごしています。 

 製作では、指に絵の具をつけて、魚の模様をつけました。始めは、指先に絵の具をつけ

ると、不思議そうに見つめていましたが、先生と一緒に画用紙に「トントン」「ぺったん」と

模様をつけていくと、嬉しそうにしていました。 

 暑さが続きますが、水分補給をしながら、水遊びや氷遊びなどを楽しんでいきたいと

思います。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

あしか組 

自分でズボンや上の服を脱ぎ着したり、脱いだ服を先生と一緒に片付けています。ま

た、お茶を飲んだ後のコップを片付ける等、色々なことを自分でやってみようと頑張っ

ています。 

 友だちや先生と一緒にブロックでお家を作ったり、お弁当を作って遊んでいます。言

葉のやり取りも増えてきて「お家いれてー」「お弁当食べる？」と友だちとの関わりも楽

しんでいます。 

 今年から 2 階のテラスでプール遊びをしています。少しずつ水に慣れていきながら、

友だちや先生と一緒に全身で水に触れて、のびのびと水遊びを楽しんでいきたいと思

います。 

 

かに組 

 自分でやってみたいことが増えてきたこどもたち。オムツを替えた後は自分でズボンに足を

通し、「よいしょ！」と引き上げて履こうとしています。 

 製作では、クレヨンで描き、シールで飾り付けをして、ちょうちんを作りました。好きな色のク

レヨンを選び、線を描いたりグルグルと描いたりしました。シールは好きな色を選んで、好きな

ところへ貼りました。ちょうちんが完成すると、指を指したり「みて～！」とうれしそう言ってい

ました。 

 氷遊びや寒天遊びなどに触れ、様々な感触遊びを楽しみ、暑い夏を乗り切りたいと思いま

す。 

 

 

ぺんぎん組 

 園庭遊びから帰ってきた後や食事の前に手洗いをする習慣がついてきました。「てあらい

あそび」の絵本で「ごしごし」と繰り返し出てくる言葉を口に出して、手洗いをしています。 

 また、ポンポンやストロー、ネームタグなどの玩具を小さな穴に入れ、指先を使う玩具に興

味津々の子どもたち。始めは、「入らない」と言う姿も見られましたが、先生と一緒にするう

ちに自分でできるようになり、「できた！」と言う声が増えてきました。 

 まだまだ暑い日が続きますが、十分に休息を取り、元気に過ごしていきたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

            

  

あざらし組 

 リトミックで島鬼をしました。ピアノの音が止まると、鬼（先生）に捕まらないように、フ

ラフープで作られた島を見つけて中に入ります。音をよく聞きながら歩き、音が止まる

と周りを見て島を探す子どもたち。見つけた島に逃げ込んだ後は、お友だちが入れるよ

うに場所を空けてあげたり、「やったー！」と一緒に喜び合ったりしながら、お友だちと

の関わりを楽しんでいます。 

 プールも始まり、着替えの機会も増えてきました。ズボンは自分で脱いだり履いたり

し、上の服も先生と一緒に袖の位置を確認しながら着れた時は「できた！」と嬉しそう

にしています。 

 これからも自分でやってみたいという気持ちを大切にしながら、一人一人の成長に寄

り添っていきたいと思います。 

いるか組 

 ハサミの扱いにも少しずつ慣れ、一回切りでは線を意識して切ることができるようになり

ました。最近は、２回３回と連続切りを頑張っています。先日行った製作では、１回１回線を

見て丁寧に切り「星」を切ることができました。これからもハサミを使った製作を取り入れ、

三角や丸等、色々な形を切れるようにしていきたいと思います。 

 暑い日が増え、身体を動かすと汗をたくさんかくようになりました。園庭あそび後には自

分で着替えることができるようになってきました。また、衣服の前後も「こっちが前だよ

ね？」「合ってる？」など、自分で考えやってみようとしています。今後も一人一人の姿や自

分でやってみようとする気持ちを大切にしながら、身の回りの清潔を保ち、健康に過ごし

ていきたいと思います。 

くじら組 

友だちと一緒にお店屋さんごっこを楽しんでいる子どもたち。「いらっしゃいませ！」と

元気よく呼び込んだり、「何味がいいですか？」など、それぞれの役になりきって言葉のや

り取りをしながら遊んでいます。最初は、どのようにお客さんに声をかけたらいいか戸惑

う子どももいましたが、何回も行っていくうちに「こちらに進んでくださいね！」や「お皿を

返すところはこちらですよ。」など、自分なりの言葉で伝えてみようとする子どもが増えて

きました。また、異年齢のお友だちを招待してお店屋さんごっこも楽しみました。「これ食

べる？」や「あっちで一緒に食べよう！」など、優しく関わり一緒に遊ぶことを楽しんでい

ました。 

来月は、プール遊びや氷遊びなど、夏ならではの遊びをたくさん楽しんでいきたいと思

います。 

 

 

 



                     

 

 

 

 

 

かもめ組 

 先日行われた夏祭りの「びっくりどうぶつたんけん」では、動物になりきって鳴きまねをし

たり、手作りのトロッコに乗ってもらって案内をして、お客さんに喜んでもらいました。お客

さんが何度も来てくれ、子どもたちも嬉しそうでした。 

暑さが厳しくなり、汗をかくことが増えてきました。汗で濡れたことに気づき、自ら着替

えたり、水筒のお茶をこまめに飲んだりして、夏の過ごし方を一緒に考えて元気に過ごせる

ようにしています。 

子どもたちが楽しみにしていたプール遊びが始まりました。友だちと一緒に活動する中

で順番を守ったり、プールでの約束を意識しながら、フラフープやビート板を使って楽しく

水に親しめるよう関わっています。慣れてきたらもぐったり、バタ足も取り入れていきま

す。これからも安全面に配慮しながら子どもたちが水の心地よさや解放感を感じられるよ

う引き続き取り組んで行きたいと思います。 

 


